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第４回廃炉創造ロボコンについて

機械システム工学科
鈴木 茂和

廃炉創造ロボコンの目的

東京電力福島第一原子力発電所の廃止措置等について 政
府及び東京電力は，「東京電力福島第一原子力発電所１～４
号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ」に基づいて，
各種の取組を進めている．その中長期ロードマップの中で，
「中長期の視点での人材育成及び大学・研究機関との連携」
に取り組むことが記載されており，若い世代に関心を持って
もらうためには，ロボットを通じた教育・人材育成が効果的
であると考えている．

本ロボコンは，ロボット製作を通じて若い世代の学生に廃
炉に関する興味を持たせることを目的として実施する．

本ロボコンで提案された手法・ロボットが直接，福島第一
原子力発電所における廃止措置作業に適用されるものではな
いが，優れたアイデア・技術については適用可能性を検討す
る．従って，福島第一原子力発電所の現場で実際に活かされ
るアイデアと技術，ロボット製作を期待する．

2

名 称： 第４回廃炉創造ロボコン
日 時： 令和元年１２月１５日（日）
場 所： 日本原子力研究開発機構 楢葉遠隔技術開発センター
主 催： 文部科学省

廃止措置人材育成高専等連携協議会
後 援： 復興庁 経済産業省 国立高等専門学校機構

日本原子力研究開発機構 原子力損害賠償・廃炉等支援機構
国際廃炉研究開発機構 福島県 いわき市 広野町 楢葉町
日本ロボット学会 日本原子力学会 原子力安全研究協会

協 賛： ㈱アトックス 日立ＧＥニュークリア・エナジー㈱
東京エネシス 木村化工機㈱

協 力： 古河電池㈱
表 彰： 文部科学大臣賞（最優秀賞） 福島県知事賞（優秀賞）

高専機構理事長長（アイデア賞） 原子力機構理事長賞（技術賞）

特別賞（協賛企業賞）

事務局： 福島工業高等専門学校
運 営： 廃炉創造ロボコン実行委員会

実施概要

3

競技フィールド

引用 http://www.minpo.jp/pub/topics/jishin2011/2018/06/post_16101.html

燃料デブリ
取り出しを想定
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松本千穂
テキストボックス
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参加チーム

第１回（応募１５チーム）１５チーム
函館高専（２チーム） 旭川高専 仙台高専 福島高専 東京高専 富山高専
鶴高専 奈良高専 高知高専 北九州高専 熊本高専 都立産技高専 大阪府大高専

第２回（応募２５チーム）１６チーム
旭川高専 一関高専（２チーム） 福島高専 小山高専 富山高専 長野高専 鈴鹿高専
舞鶴高専 奈良高専 呉高専 高知高専 北九州高専 熊本高専 大阪府大高専
神戸市立高専

第３回（応募２１チーム）１６チーム
一関高専（２チーム） 鶴岡高専 福島高専 茨城高専 小山高専 長岡高専 富山高専
鈴鹿高専 奈良高専 舞鶴高専 呉高専 熊本高専 大阪府大高専 神戸市立高専
マレーシア工科大学

第３回（応募１７チーム） １８チーム(赤字は初参加)
一関高専（２チーム） 鶴岡高専 福島高専 茨城高専
小山高専 長岡高専 富山高専 鈴鹿高専 奈良高専
舞鶴高専 呉高専 熊本高専 大阪府大高専 神戸市立高専
サレジオ高専 マレーシア工科大学（招待参加）

5

競技の様子

6

審査員によるヒアリング

文部科学大臣賞

競技結果

表彰名 高専名 チーム名 ロボット名

文部科学大臣賞
（最優秀賞）

鶴岡高専 鶴岡高専Bチーム かきぴー

福島県知事賞
（優秀賞）

小山高専
小山高専廃炉ロボット

開発チーム2019
Thunder Belt Ⅴ

高専機構理事長賞
（アイディア賞）

舞鶴高専
舞鶴↑Hi-Low↓

研究会
舞々

原子力機構機構理事長賞
（技術賞）

福島高専 T★B★C T★O★G★A★S★H★I

特別賞
（アトックス賞）

熊本高専 NIT,K 廃ロボtrio salvage

特別賞
（日立ＧＥﾆｭｰｸﾘｱ･ｴﾅｼﾞｰ賞）

一関高専
一関高専 藤原研究室

Bチーム
Join-T

審査員特別賞 マレーシア工科大 YATTA YATTA

観覧者300名（関係者，報道等含む）

7 8

まとめ

・第４回大会参加者で３名が原子力関係に就職，進学（茨城高
専：JAEA ，富山高専：北陸電力，奈良高専：福井大学原子力安全専

攻）．廃炉や原子力に興味を持たせる当初の目的はほぼ達
成できた．

・２ｎｄステージとして，人材育成も行いつつ現役高専生が
考えたアイデア，技術を福島第一の現場で活用できるよう
に廃炉創造ロボコンを継続していきたい．

・韓国，台湾，シンガポール等，海外からの参加チームを増
やすことで風評払拭にも貢献していきたい．



 資料１２

•

•

• (

•

• (

•



• AB

•

•

•

•

• AB

•

•

•

•

•



2019.4

• 1

•

• 5 TA: Teaching Assistant 

•

• 40 TA 13 16 ~18 TA 18

• 1 2




	参与会資料一覧
	01.20200109_参与会資料（緑川）集合
	02.NewR020109参与会（教務委員会）集
	03.【1.７修正】令和元年度　参与会（学生委員会）笠井哲集
	04.200109参与会報告（寮務委員会）200108修正版集
	05.JSTSISTS紹介参与会資料　加藤（差し替え版）集
	06.JSTS・ISTS概要紹介1月用（学生発表・修正） (加藤修正）（最終版）集
	07.参与会資料R1（青柳）集
	08.2019参与会-廃ロボver2-p（鈴木先生分配付資料）集
	09.参与会2020.1.9 (学習環境の改善）（1.6）改集



